
A　高評価 B　 C　 D　低評価

①多方面への興味関心

　（広がり）

自分たちの課題研究以

外の広い自然科学分野

にも興味関心を示す

自分たちの課題研究

に関連したことに興

味関心を示す

自然科学で自分が好き

な分野にのみ興味関心

を示す

自然科学に興味・関

心がない

②知識の獲得（深さ）

　調査活動

学習意欲があり、先行

類似研究の調査を行

い、高校教科書より深

い科学知識を獲得して

いる

学習意欲があり、自

分たちの課題研究の

先行・類似研究等の

調査を行っているが

理解に乏しい

学習する意欲があるも

のの課題研究について

先行類似・研究調査が

行えていない

課題研究について学

習する意欲がない

③実験の方向性

実験の目的を意識し、

新たな発見につながる

ような実験設定ができ

ている

テーマ決定後、目的

に沿った実験設定が

できている

テーマ、目的は決まっ

ている

テーマ、目的が決

まっていない

④実験の操作

実験器具を正確に扱

え、より高い質のデー

タを得るために試行錯

誤し実験に創意工夫を

加えている

さまざまな実験機器

で実験を行っている

けれど測定が正確に

行えていない

実験を行うための適切

な器具や機器を準備し

たが使い方がわからな

い

実験方法を組み立て

れていない

⑤実験結果の取得

　（PDCAサイクル）

実験を繰り返すことで

結果の信頼性が高い

実験結果が出ている

がデータの信頼性が

低い

実験行っているが、結

果が出ていない
実験を行っていない

⑥協働性

グループ内の活発な議

論と役割分担により、

全員で協力し、効率よ

く実験が行えている

グループ内で役割分

担し、全員で実験を

行えているが、議論

が少なく、効率的で

はない

グループ内で役割分担

したが全員で実験を行

えていない

グループ内で研究に

対する役割分担がで

きていない

⑦必要事項の記録

　（方法・条件・結果）

実験再現のために必要

な事柄や整理され、さ

らに実験結果をデータ

化し研究発表用に図グ

ラフ表が作成されてい

る

実験方法、条件、結

果が記入されている

実験方法、条件が記入

されている

実験方法、条件（日

時／場所／操作／手

順／装置／従事者／

引用）結果 が記入

されていない

⑧気づきコメントの記入

　（考察の記入）

実験結果に対し再現に

つながる気づき、振り

返り、コメント等が多

く記入され、考察が

しっかりできている

実験結果に対し、

ノートに気づき、振

り返り、コメント等

の記入が多くあるが

考察内容が不十分で

ある。

気づき、振り返り、コ

メント等の記入が少な

い

ノートに気づき、振

り返り、コメント等

の記入がない
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